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『3D再現におけるリアリィティの追及』

「リアリィティの追及」＝「ホンモノの実現」

「3Dデジタルイメージングの仮想空間と実空間」

ディスプレイに再現される3次元物体と，プリンタで作成される3次元物体，

どちらが真実の物体に迫れるか?

どちらかに優劣をつけるものではなく，それぞれの技術領域で，活用シーンで
どのような価値を提供できるのか，

そのために何を行い，どういう課題が存在するか．

提供する価値，
時間，空間を越えて共有する価値の最大化

3D Communication
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提供する価値，
時間，空間を越えて共有する価値の最大化

・重要とする(Prioritize)特性は何か?
・あるいは強調(Enhance)する特性は何か?

・削る(Cut/Prune)特性は何か?

リアリティを追及するために=価値を最大化するために

2次元画像の再現(プリント，表示)においても，
経験への回帰，感動を高めるために現実そのものを再現しない場合がある．

2次元画像の再現(プリント，表示)においても，
経験への回帰，感動を高めるために
現実そのものを再現しない場合がある．
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・どちらが真実の物体に迫れるか? は優劣をつける意図ではない．

本日のシンポジウムの狙い

・それぞれの技術領域，活用シーンでリアリティを追及することがどう
いう価値を提供できるのか?

・リアリティの追及のため，どういうことを行っているか?
どういう課題が存在するのか?
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(要求される材料で)形を

新たな機能(価値)を提供(付加)できる3D造形へ

3D Printer = 形状

これまでの3Dプリンタ開発トレンドは

正確に，早く， (安く)作る

+ Printed Electronics
+ 可食(Cocojet, Shefjet, Gumjet)

+ バイオミメテックス

+ Stem Cell (幹細胞)
+ 質感

+ Something with Value

デバイス

食品

機能部品

臓器

芸術品

例えば

材料範囲の拡大

Next

トレンド
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Google/3D Systems Project “ARA”

未硬化領域
(酸素阻害)

上昇

液槽底部
(酸素透過)

紫外線硬化型
樹脂液

Carbon3D CLIP

100倍速10倍速

back

往復運動→回転運動 Layer Wiseからの脱却

光造形
UV IJ
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実空間
(3D Printer)
・ 形状
・ 色

・ 質感

Input (Sensor, Scanner, CAD･･･)

・ 形状
(内面構造)

・ 色
(テキスチャー)

・ 質感
(光沢，触感・・)

・ 温度

・ 味覚

・ 嗅覚

・ 電磁力

・ 動作

仮想空間
(Display/AR/MR/VR)

新たな機能(価値)を提供(付加)できる3D造形へ

・ 形状

・ フルカラー

・ 質感

・ 味

・ 臭い

・ 動作

・ センシング

・・・・

出力に反映する意図 Output

価値

価値価値
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STL
( Stereolithography / Standard Triangulated Language) / 
Structural Triangle Language)

・ STLは色データや物質データを持たない．

AMF(Additive Manufacturing File Format)

基本立体単位

VOXEL

2次元画像

基本画像単位

→画素=PIXEL3次元物体

VRML
(Virtual Reality Modeling Language)

ポリゴン
(三角形)

スライシング

3MF

3Dデータフォーマット

OBJ

FAV・・・VOXELベースの新しいフォーマット*
(FabAble Voxel)

色，物質データ，VOXEL間Link，

* A. Masumori, H. Tanaka, Voxel-based 3D Processing 
for 3D Printing, Proceeding of NIP31 (2015)

提供する価値のもとになる情報を担う
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ServiceService

VRVR

3D
Printing

3D
Printing

Post
Processing

Post
Processing

Data
Processing

Optimized
3D Data

Data
Processing

Optimized
3D Data

Data-
base
Data-
base

3D
Display

3D
Display

Projection
Mapping

Projection
Mapping

3D
Scanning

3D
Scanning

Motion
Tracking
Motion

Tracking

3D CAD3D CAD

Input Output

Physical
(Real)

Digital
(Virtual)

AR
MR
AR
MR

CGCG

LightField
Camera

LightField
Camera

3D
Reappearance

Processing

2D Image2D Image

3D Data Format 3D Data Format

実空間と仮想空間でシームレスなデータ移行(相互利用)ができれば，より高い価値
提供(リアリティ)が実現できるのではないか．
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3D造形においては，形状以外の付加価値提供もリアリティの追及の1つだ
と考える．

価値のもとになる情報を担う3D Data Formatは高い価値提供にとってます
ます重要になっており，転換期にある．

実空間と仮想空間のコラボ(融合)により，より高い価値，リアリティを提
供できる．
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今後の画像関連連合会のコンファレンにおいて，

3Dに関するImaging領域(処理，評価，プロセス)やフォーマット，3D造

形技術に関する発表，議論の場(Track, Session)を提供して行きたい．

3D Task Force, Federation of Imaging Societies
画像関連連合会 3Dタスクフォース




